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資料紹介｜Book	information
本書は，米国人研究者が「現代のラテンアメリカで
もっとも重要な新しい社会運動のひとつであるブラジ
ルの土地なし農民運動MSTを分析」した原著や，それ
を発表した2003年に誕生した，ルーラ労働者党（PT）
政権に関する補遺を全訳したものである。 著者たちは
歴史学と地理学を専門として，MSTに関するフィール
ド調査を長年にわたり実施してきた。 それらの調査に
基づき，MSTと関係者の状況がブラジルの農地改革や
社会をめぐる問題の歴史とともに詳説されている。
本書では，序章においてMSTの概要がブラジルの
不平等な社会との関連から解説される。 つぎに，ブ
ラジルの異なる3つの地域でのMSTの事例が論じら
れる。 第1章では，ブラジルの最南部に位置し，ヨー
ロッパからの農業移民を多く受け入れた南リオグラン
デ州が取り上げられる。 第2章では，植民地時代に奴
隷制に基づく大農園経営によってサトウキビ栽培が盛
んとなり，現在のブラジルでより貧困な地域である北
東部が紹介される。第3章では，ゴムや砂金の採集者，
森林伐採による環境破壊といった開発の問題に直面す
るアマゾン地域に焦点が当てられる。 そして，終章的
な位置づけの第4章では，MSTに対する評価が米国と
の比較や市民社会などの観点から展開される。
MSTは「ブラジルの奇跡」と呼ばれた高度経済成
長期が終焉した1970年後半，社会的に排除された農
民たちが土地占拠などを集団で行うことで形成され，
「失われた10年」と呼ばれた1980年代の経済危機期の
前半に全国的な組織に成長した。 この時期以降のブ
ラジルでは，軍政から民政への移管とともに民主化
が進み，それと歩調を合わせるようにMSTに好意的
な労働者党が勢力を拡大した。 しかし，労働者党は
政権与党になると大規模輸出農業を支持する一方で
MSTと距離を置き，MSTは一部が急進化した。 この
ように，MSTはブラジルの農地や不平等の問題をは
じめ，同国の政治経済的な動向とも関連しており，本
書はそれらの理解への一助になろう。 （近田亮平）
本書は，ラテンアメリカに関して多くの著作を発表
してきたピューリッツァー賞受賞ジャーナリストの最
新邦訳本である。 ラテンアメリカ諸国で革新的企業
がなかなか誕生しないのはなぜかという問題意識のも
と，筆者がシリコンバレーをはじめ世界各地で革新的
企業家にインタビューを重ね，それらをもとにラテン
アメリカへの提言をまとめたのが本書である。
本書で取り上げられている企業家には，ラテンア
メリカ出身者も含まれている。 たとえば，ドローン
を発明した3Dボディックス社のジョルディ・ムニョ
スはメキシコ人，インターネット認証で広く使われ
るCAPTCHA（ゆがんだ文字列による認証）および無
料の教育プラットフォームDualingoを作ったルイス・
フォン・アンはグアテマラ人である。 また，ペルー
独自の食材を使ってペルー料理の質と知名度を飛躍
的に高め，ペルー料理店を国際展開するガストン･ア
クリオも含まれている。 彼らの事例では，特許によ
る知的所有権の独占ではなく，むしろ設計図やレシ
ピのネット公開により自身のビジネスが強化される
という興味深いプロセスや，クラウド･ファンディン
グの利用など，従来とはまったく異なる新しい時代の
企業成長の様子が描かれている。
筆者は，革新的企業の誕生を促すものとして，失敗
を恐れず再起を促す社会文化の醸成，人文・社会科学
へ偏重した域内諸国の教育における科学教育の強化，
起業手続きの簡素化や破産法の改正などを提案して
いる。 事実，上で取り上げたラテンアメリカ出身の
企業家らはアクリオ以外，母国を離れ米国に移住して
から起業しており，母国が彼らの革新的アイデアを実
現に導く環境でないことを示唆している。
筆者の提案はすべてが真新しい指摘であるとの印象
は受けない。しかし，最先端の多様な革新的企業家（と
くにラテンアメリカ出身の企業家）の事例を，成功ファ
クターごとにほかの事例とうまくつなげて議論してい
る。 また，随所に域内諸国とアジアその他の地域との
経済や教育に関する指標を比較して取り上げるなど，
議論に説得力をもたせている。 （坂口安紀）
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